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 長崎市では、地域の大学と連携し、ま

ちが学生で賑わう学びの場としての個性

と魅力を高める「游学（ゆうがく）のま

ちづくり」を推進しています。 

 今年４月からは、その一環として、学

生による地元企業紹介パンフレッ

トの作成に取り組んでいます。 

 この取り組みは、長崎市の事業

に長崎大学経済学部の学

生が教養ゼミの一環とし

て参加するもので、学生

が企業を訪問し、インタ

ビューを行ってパンフ

レットを作成します。訪

問先については、長崎商工会議所青年部

が取材先の選考等に協力し、全体の調整

やパンフレットの印刷等は、長崎市都市

経営室が行います。 

 三者が協働することで、学生の力を活

かした地元企業の魅力発信が可能

になるとともに、学生の地元企業

への理解を深め、長崎での就職を

考える機会を提供してい

ます。 
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・「游学のまちづくり」を推進 

・学生の力を活かした企業の魅力発信 

・地元就職を考えるきっかけづくり 

長崎商工会議所 

青年部 

・企業の紹介 

・取材時の対応 

長崎市 
・全体調整 

・広報 

・パンフレット 

 の印刷 

協働 
長崎大学 

・パンフレット 

 の作成 

(取材・原稿作成) 

 ～長崎市民が選ぶ市民活動表彰～「ラ

ンタナ大賞2015」のエントリー（選考

への参加）団体を募集しています。 

 「ランタナ大賞」は、長崎市内で公益

的な活動に取り組む市民活動団体を、市

民・企業・行政が連携して表彰する制度

です。活動の分野、規模の大小、期間の

長短を問わず、「その活動を広く市民に

知ってもらう」ことで、団体の活動充実

に繋げることを目指しています。 

 第１位に選ばれた団体には賞金10万

円を贈呈。また、受賞の有無にかかわら

ず、市民活動団体の活動を広くアピール

する機会にもなります。 

 エントリーの締切は10月9日（金）。

エントリーは、団体の活動を知ってもら

うための第一歩です。たくさんの団体の

エントリーをお待ちしています。 

募集要項やエントリーシート（応募書

類）は、ホームページ「ながさき市民力

ネット」からもご覧いただけます。 

▲「ランタナ大賞2014」表彰式のようす 
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「若い力」がまちづくりの意見交換 ～ちゃんぽんミーティング～ 

市内の2団体が表彰されました ～平成27年度ＮＰＯ活動奨励賞～ 

提案型協働事業 事業調整会議を開催中 

 市民活動センター「ランタナ」登録団体で、長崎市

内で活動されている「長崎おもちゃ病院」と「長崎史

談会」の２つの市民活動団体が、（公財）県民ボラン

ティア振興基金の「平成27年度NPO活動奨励賞」を

受賞しました。 

 この賞は、他団体のモデルとなるような実践的な活

動で、地域社会への貢献度が高い活動に取り組んでい

る県内の団体を表彰

するものです。長崎

県全体では、市内2

つの団体を含む6団

体が受賞しました。 

【長崎市内の受賞団体の主な活動内容】 

◆長崎おもちゃ病院…おもちゃの病院を定期的に開院

するとともに、各種イベント会場に出向いて無償でお

もちゃを修理し、子どもや子育てする親に対して、物

を大切にする心を育む活動を積極的に行っている。 

◆長崎史談会…郷土の歴史、史跡を探求し、その成果

を記録、公表することを目的に設立され、研究結果の

発表、講演会の開催、史跡めぐりや広報誌の発行など

積極的な活動を行っている。 

【市外の受賞団体】◆佐須響心会（対馬市）◆西海安

全パトロール隊（西海市）◆萱瀬地区防犯協会（大村

市）◆島原地区少年補導員連絡協議会（島原市） 

 提案型協働事業は、市民活動団体の発想を活かした

事業企画を募集し、市民活動団体と長崎市が｢協働｣の

手法によって、地域の多様な課題を解決しようとする

制度です。 

 9月後半からは、平成28年度に実施する事業とし

て1次審査会で採択された2つの事業（「絶滅危惧－

長崎文化再生事業」及び

「子どもの権利を考える

ワークショップ事業」）

について、10 月 18 日

（日）に開催される2次

審査会に向けて、団体と

行政の担当課が事業計画等を調整・協議しながら事業

の熟度を高める事業調整会議を開催しています。 

 事業調整会議では、団体と市の担当課にコーディ

ネート役の市民協働推進室を加えた三者で、第１次審

査で審査委員から指摘された内容を踏まえながら、実

現性のある具体的な事業の内容やそのスケジュール、

事業の効果を高めるた

めの市民活動団体と行

政それぞれの強みを活

かした役割分担のあり

方などについて、検討

を重ねていきます。 

 9月24日（木）、「若い力で取

り組むまちづくり」をテーマに、

ちゃんぽんミーティングを開催し

ました。 

 今回は、市内各地で様々な活動

に取り組む20代から30代の皆さ

んを中心に14人が参加し、活動紹

介と意見交換を行いました。 

 参加者からは、｢まちづくりには、皆の先頭に立つ

リーダーの他に、リーダー同士をつなぐような役割の

人が非常に大切｣「同世代で、他にも面白い活動をし

ている人を知っているのでどんどん輪を広げたい」

「（年代の高い）先輩方とも関係

をつくると、もっと深い活動がで

きるのでは」といった、「協働」

にも通じるような意見も数多く出

ていました。 

 ミーティング終了後も、それぞ

れのグループが開催するイベント

のチラシを配ったり、スマートフォンを取り出して参

加者同士で連絡先を交換したりする様子が見られ、新

しい出会いが生まれたようです。 

 次回は、10月28日（水）、｢被爆70周年から未来

へ｣をテーマに開催します。 


